










要約:滋賀県能登川町の1歳6ヵ月健診,3歳児健診の記録から,過去十年間の幼児の体型を

調査した。3歳児肥満判定基準の「肥満度 15%,カウプ指数 18 以上」は妥当なものと思われ

たが,1 歳 6ヵ月では「肥満度20%,カウプ指数 19 以上」を判定基準にするのがよいと思わ

れた。能登川町の幼児肥満出現頻度は,3 歳児,1歳 6ヵ月児ともに最近増える傾向はなかっ

た。幼児期の体型と学童期の体型は低いながらも有意な相関があった。3 歳から小学校入

学時までの肥満の進行が,その後の学童肥満の予後に関係していた。小 6時の肥満は中学校

で急速に変化することが示された。 


